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表 1 実質GDP成長率の相関 1971 ~93年
米国 日 本韓国香港台湾シンガポー}~インドネシアマレーシアフィリピンタイ 中国
米国 1. 00 
日本 0.42 1. 00 
韓国 0.45 0.30 1. 00 
香港 0.58 0.35 0.29 1. 00 
台湾 O. 73 0.59 0.43 0.76 1. 00 
シンガポール 0.25 0.36 0.00 0.43 0.39 1. 00 
インドネシア 0.27 0.30 0.10 0.48 0.38 0.58 1. 00 
マレーシア 0.22 0.24 0.12 0.43 0.24 O. 77 0.62 1. 00 
フィリピン 0.07 0.22 O. 15 0.33 0.24 0.49 0.42 0.42 1. 00 
タイ 0.28 0.31 0.39 O. 16 0.23 0.26 0.20 0.44 0.32 1. 00 










示している。 ASEAN4の国々でも，シンガボールとの相聞が高いにもかかわず， ASEAN4 
諸国との相関の方がアジアNIES諸国・地域との相関より高い。
中国はアメリカとタイを除くすべての国・地域と負の相聞を示している。その大きさはアジアN





















表 2 地域間輸出構造 1991~93年平均
米国 日 本韓国香港台湾シンガポールインド平シアマレーシアフィリピンタ イ 中 国
米国 29.00 24.00 23.00 29.00 20.00 13.00 19.00 38.00 22.00 12.00 
日本 11. 00 15.00 5.00 11. 00 8.00 33.00 14.00 18.00 18.00 15.00 
韓国 3.00 6.00 2.00 2.00 2.00 6.00 4.00 2.00 1. 00 3.00 
香港 1. 00 6.00 7.00 19.00 8.00 2.00 4.00 5.00 5.00 38.00 
台湾 2.00 6.00 3.00 3.00 5.00 4.00 3.00 3.00 2.00 1. 00 
シンガポール 2.00 4.00 4.00 3.00 3.00 9.00 23.00 3.00 10.00 3.00 
インドネシア 1. 00 2.00 2.00 1. 00 2.00 0.00 1. 00 0.00 1. 00 1. 00 
マレーシア 1. 00 2.00 2.00 1. 00 2.00 14.00 1. 00 1. 00 3.00 1. 00 
フィリピン 1. 00 1. 00 1. 00 1. 00 1. 00 1. 00 1. 00 1. 00 0.00 0.00 
タイ 0.00 3.00 2.00 1. 00 2.00 6.00 1. 00 3.00 2.00 1. 00 
中国 1. 00 4.00 4.00 30.00 0.00 2.00 4.00 2.00 1. 00 1. 00 











割合は22%，AS  EAN 4の割合は 8%である。
これらの値から，東アジア経済にとって輸出市場の重要性としては，第ーにアメリカ，次いでア







表 3 地域間輸入構造 1991 ~93年平均
米国 日 本韓国香港台湾シンガポールインドネシアマレーシアフィリピンタイ 中国
米国 23.00 22.00 8.00 22.00 16.00 13.00 16.00 20.00 11. 00 11. 00 
日本 18.00 24.00 16.00 30.00 21. 00 23.00 27.00 21. 00 30.00 18.00 
韓国 3.00 5.00 4.00 3.00 3.00 7.00 3.00 5.00 4.00 3.00 
香 港 2.00 1. 00 1. 00 2.00 3.00 1. 00 2.00 5.00 1. 00 21. 00 
台湾 5.00 4.00 2.00 9.00 4.00 5.00 5.00 6.00 5.00 8.00 
シンガポール 2.00 1. 00 2.00 4.00 2.00 6.00 16.00 4.00 7.00 2.00 
インドネシア 1. 00 5.00 3.00 1. 00 2.00 0.00 2.00 2.00 1. 00 2.00 
マレーシア 2.00 3.00 2.00 1. 00 2.00 15.00 2.00 2.00 4.00 1. 00 
フィリピン 1. 00 1. 00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1. 00 0.00 0.00 
タイ 1. 00 3.00 1. 00 1. 00 1. 00 4.00 1. 00 2.00 1. 00 1. 00 
中国 5.00 7.00 4.00 36.00 1. 00 3.00 3.00 2.00 1. 00 3.00 
















































0.57 1. 20 









韓 国 香 港 台 湾シ;ガポールインドネシアマレーシアフィリピン
28.84 4.34 31.76 8.96 4.24 3.47 7.78 
1.88 1.45 0.31 0.43 0.38 
o. 33 O. 06 O. 37 O. 02 O. 07 
1.83 0.07 17.20 0.38 0.13 9.22 































































ESの方が高い。アメ 1)カの割合は日本 (42%)，タイ (35%)，台湾 (32%)，韓国 (29%)で高
く，こちらもアジアNIESとASEAN4に分けるとアジアNIESの方が高い。
アジアNIESの割合は，マレーシアにとってのシンガポール (64%)，フィリピンにとっての























米国日 本韓国香港台湾シンガポールインドネシアマレーシアフィリピンタ イ 中国
米 国 I 41. 87 
日本 I 22.92 
韓 国 I 0.19 0.14 
香港 I 0.43 2.28 
台湾 I 0.26 0.15 
シンガポール I0.21 0.16 
インドネシア I0.02 0.03 
マレーシア I0.02 
フィリピン I 0.02 
タイ I 0.04 























































































































































































































































9.04 47.41 17.29 9.29 
21.57 21.04 34.02 11.89 
3.31 1.61 0.54 0.32 
3.25 6.58 15.39 60.96 
17.11 0.90 6.77 4.00 
10.40 0.95 8.50 1.10 
3.64 0.14 0.07 
0.29 0.37 0.08 
0.20 0.06 0.11 
0.29 0.47 
0.51 0.17 

































B=I+b1XEX十b2XIM+b3XFDI +b4XDDI (2) 
Iは単位行列， EX， 1M， FDI， DDIは対角要素をゼロとする。
EXは輸出による関係を表す行列で， [i， kJ要素は k国・地域の輸出に占める i国・地域の割合を
表している。 1Mは輸入による関係を表す行列で， [i， kJ要素は k国・地域の輸入に占める i国・地
域の割合を表している。 FDIは対外直接投資による関係を表す行列で， [i， kJ要素は k国・地域か
ら海外への直接投資に占める i国・地域の割合を表している。 DDIは対内直接投資による関係を表


















使用するデータは台湾を除いて IMFの IntemationalFinancial Statisticsより求め，サンプル期間
は1970年から94年とした。行列Bに関するデータは2章で示したAPECの報告書のデータを用い
ることにした。





パラメータ b，から b4の推定結果は表6にまとめられている。その結果，輸入関係を表す 1Mのパ




b， bz b3 b4 
推定値 0.110 1.177 ー0.118 0.453 
標準誤差 (0.364) (0.341) (0.153) (0.261) 
* 本
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